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よんまちニューウェーブ特集2

資料提供・取材協力：
神原 伸次さん（été  cafe and used fashion）
笹岡 宏平さん（Jua hair）
本田 海さん（株式会社ワンダーウォール）
河相 しのぶさん（REBORN）
横山 清子さん（みずぬま）
末永 和代さん・藤沢 正宣さん（ブティックサロン ローゼ・フクヤ）
作田 英樹さん・作田 芳子さん（作田洋紙(株)・倭紙の店さくだ）
喜多村 武司さん（食堂 きたむら）
岩川美保さん（一喜一遊）

よんまち新聞は、よんまちの4つの商店街の「面白いこと・
人」を集めたフリーペーパーです。
今回は、前回に引き続き、よんまちニューウェーブ特集。
新しいお店と昔からのお店の新旧入り交ざったよんまちの
魅力を楽しんでいただく方が増えてくれればと思います。

企画/よんまち編集部
編集・写真撮影/安原幸雄（株式会社 安原楽器）　
イラスト/木村桃子

ヘ
ン
シ
ュ
ウ

コ
ウ
キ

とは？
よんまちは、中心部東地区の、四つの商店街地域が手を結んで「福山らしさ」を発信しようと、2017年の6月に
発足した「福山駅東地区４商店街連携協議会」の通称です。「きたはま通り商店街」「船町宝船会商店街」「本通
商店街」「本通船町商店街」、この4商店街は、江戸時代に作られた２つの橋、「木綿橋」と「天下橋」という橋を
共有しながら、城下町の中心地として栄えてきました。このきずなを大事にして、「地域の懸け橋、未来への懸け
橋」を合言葉に各々の個性を発信し、福山駅東地区の活性化に連携して取り組もうとしています。

※前号6号の訂正  5ページ目の「まちゼミ座談会」で、全国まちゼミサミットの参加人数を4名と表記しておりましたが、正しくは3名でした。

今回のよんまち新聞にご協力いただいた方々
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﹁
ず
っ
と
、
こ
の
辺
り
で
や
り
た
い

と
思
っ
て
た
ん
で
す
。
﹂

　

本
通
船
町
に
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な

いé
té

 (

エ
テ) 

さ
ん
は
、
古
着
の
販
売

と
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
の
お
店
。
広
い
空
間

に
置
か
れ
た
机
と
イ
ス
、
カ
ウ
ン
タ

ー
。
型
に
は
ま
ら
な
い
自
由
な
空
間
。

 

﹁
若
い
子
た
ち
が
パ
ッ
と
き
て
飲
み

物
を
片
手
に
話
を
し
た
り
、
勉
強
し

た
り
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
﹂

　

店
長
の
神
原
さ
ん
は
福
山
出
身
。

東
京
、
広
島
で
働
い
た
の
ち
、
こ
こ
で

店
を
始
め
た
の
は
特
別
な
理
由
が
あ
る
。

﹁
若
い
頃
は
本
通
り
で
よ
く
遊
ん
で

ま
し
た
ね
。
面
白
い
文
化
や
人
が
集

ま
る
場
所
で
し
た
。
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
感
じ
で
。
か
っ
こ
い
い
大
人

た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

自
分
も
こ
の
歳
に
な
っ
て
、
そ
ん
な

場
所
を
作
り
た
い
な
と
。
若
い
子
た

ち
が
気
軽
に
集
ま
り
、
新
し
い
文
化

を
作
る
よ
う
な
、
活
気
を
生
む
場
所

に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
﹂

　

今
後
、
福
山
で
頑
張
る
作
家
や
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
貸
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
も
構
想
中
。

﹁
次
は
海
の
見
え
る
と
こ
に
し
よ
う

か
な
と
思
っ
て
た
ら
、
昔
の
仲
間
が

い
い
と
こ
が
あ
る
よ
っ
て
、
そ
れ
で

見
に
行
っ
た
ら
理
想
的
な
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
が
あ
る
じ
ゃ
ん
！(
笑)

﹂

　

一
見
す
る
と
、
自
由
人
に
思
え
る

が
、
そ
こ
に
は
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
考
え
方
が
あ
る
。

﹁
１
年
に
１
ヶ
月
、
旅
に
出
れ
る
サ

イ
ク
ル
を
作
り
た
い
。
繁
忙
期
と
閑

散
期
っ
て
大
体
決
ま
っ
て
い
る
か
ら

休
み
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
、
働
く

と
き
は
朝
か
ら
夜
中
ま
で
ガ
ッ
と
集

中
的
に
働
い
て
、
１
ヶ
月
旅
す
る
の

が
理
想
で
す
。
１
週
間
の
う
ち
で
も

仕
事
に
集
中
す
る
日
と
、
家
族
と
過

ご
す
日
、
し
た
い
こ
と
を
す
る
日
っ

て
決
め
て
ね
。
﹂

ま
だ
ま
だ
、
や
り
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
い
う
笹
岡
さ
ん
。

そ
の
魅
力
的
な
生
き
方
か
ら
、

学
ぶ
こ
と
は
数
多
い
。

　

カ
リ
ス
マ
美
容
師
が
本
通
に
い
る

と
い
う
噂
を
聞
き
、
取
材
の
申
し
出

を
す
る
と
﹁
今
、
南
米
を
旅
行
中
。
﹂

と
い
う
こ
と
で
、
帰
国
を
待
っ
て
よ

う
や
く
会
え
た
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
リ
ス

ト
笹
岡
さ
ん
。
ま
ず
は
旅
の
話
に
。

﹁
今
回
の
旅
は
す
ご
く
サ
バ
イ
バ
ル

だ
っ
た
。
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
、
メ

キ
シ
コ
を
１
ヶ
月
か
け
て
一
人
旅
。

大
地
と
か
絶
景
を
求
め
て
歩
く
。
な
ぜ

か
そ
う
ゆ
う
場
所
に
惹
か
れ
る
ん
で

す
。
夢
で
も
よ
く
見
ま
す
。
友
達
と

馬
に
乗
っ
て
、
な
ぜ
か
上
半
身
裸
で

(

笑)

広
い
大
地
を
行
く
夢
を
。
﹂

　

ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
な
っ
た

の
は
１
８
歳
の
時
。
絵
を
描
く
の
が

好
き
で
画
家
も
考
え
た
が
、
将
来
を

考
え
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
髪
の
世
界
へ
。

川
口
町
で
美
容
室
を
始
め
て
１
０
年

経
っ
た
時
、
店
を
閉
め
、
奥
さ
ん
と

子
ど
も
を
連
れ
て
家
族
で
カ
ナ
ダ
、

キ
ュ
ー
バ
、
ア
メ
リ
カ
を
車
で
旅
し

た
。
帰
国
後
、
こ
の
場
所
に
出
会
う
。

福山市船町5-10
TEL： 084-975-2932
open15:00～ 

本通船町

cafe and used fashion

MAP

福山市笠岡町4-1 2F
TEL： 090-1356-7321(予約制)
水～土曜日は10:00～何時まででもOK
日曜日は9:00の予約のみ
月・火曜休み

本通商店街
Jua hair

MAP

若
者
が
集
ま
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
。

仕
事
、

と
き
ど
き
旅
。

↓店の入口は、下町感のある裏道にある。
あえて王道の表通りにしなかったのは、
アンダーグラウンドな文化を作る場所として
勝負している気がする。

↓神原さんが東京などで仕入れた
COMME des GARÇONS（コム
・デ・ギャルソン）の販売をしている。

「僕らが２０代の頃って、この辺
りで過ごしてて、面白い人たちが
多かった。それを求めて若い人
が集まることで商店街に活気を
生みたい。」

↑カフェ＆バーと古着の販売を兼ねた
フリースペース。机とイスが置かれたシン
プルな空間で、若者や学生が新しいカ
ルチャーを生み出す拠点を目指す。
２Fに事務所をもつアイアン作家の作品
も展示販売している。

↑古着は誰でも着れるデザインのものから
個性のある服までバランスよく。

旅での言葉の壁は重要なものではない。「ここはどこですか、今何時ですか、右、左、まっすぐとか、その辺だけ言えれ
ばしたいことは叶う。顔をみながら一生懸命感じることで、あったかい交わりが生まれる。それがおもろいんですよ。」

改装もほぼ自分で行った。「お金をかけるところと、かけないところはハッキリしてます。棚とかも自分で絵でおこして、とりあえず
作ってみる。最初は無茶苦茶だったけど、腕が上がって来てますよ。文明が滅びても、生きていけるタイプってよく言われます。」

よんまち ニューウェーブ

été

2019ete1203hiver

（エテ） ←神原 伸次 さん

↑笹岡 宏平さん
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毎月行われる『のきしたマーケット』をはじめ、店内でワークショップも開催。お店での買取りや出張で査定などもしている。
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4

　

通
り
を
歩
い
て
い
る
人
た
ち
が
、

足
を
止
め
る
軒
先
。
蚤
の
市
の
よ
う

に
珍
し
い
椅
子
や
昔
の
雑
貨
な
ど
が

た
く
さ
ん
並
ぶ
。
気
に
な
っ
て
店
内

に
入
っ
て
み
る
と
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

大
き
な
ポ
ス
タ
ー
が
お
出
迎
え
。

﹁
そ
れ
、
い
い
で
し
ょ
。
﹂

近
所
の
お
母
さ
ん
み
た
い
に
、
気
軽

に
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
の
は
、
店
長

の
河
相
さ
ん
。

　

本
通
り
に
昨
年
新
し
く
オ
ー
プ
ン

し
た
、
リ
ボ
ン
︵
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
︶

さ
ん
は
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
や
古
道
具

を
扱
う
お
店
。
長
年
、
ご
主
人
と
や

っ
て
き
た
神
辺
の
ス
ロ
ー
ハ
ン
ド
・

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
か
ら
独
立
し
た
形

で
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
で
知
っ
た
商
店

街
に
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

﹁
自
分
で
選
ん
で
、
好
き
な
も
の
を

好
き
な
だ
け
置
い
て
み
た
い
。
﹂

結
婚
当
時
、
東
京
で
旦
那
さ
ん
と
古

道
具
巡
り
に
よ
く
行
っ
た
。
旦
那
さ

ん
の
退
職
し
た
頃
、
ド
ラ
イ
ブ
先
で

見
つ
け
た
神
辺
の
空
き
店
舗
に
夢
が

広
が
り
、
そ
こ
で
カ
フ
ェ
、
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
な
ど
、
夫
婦
で
や
り
た
い
こ

と
に
一
直
線
に
走
っ
て
き
た
。
河
相

さ
ん
に
と
っ
て
こ
こ
は
、
自
分
へ
の

ご
褒
美
の
よ
う
な
場
で
、
自
分
の
好

き
を
共
有
す
る
人
と
語
り
合
う
空
間
。

﹁
緑
に
囲
ま
れ
た
こ
の
通
り
が

大
好
き
。
場
所
を
も
っ
と
活
か

し
て
蚤
の
市
み
た
い
な
こ
と
も

し
た
い
な
。
﹂

　

店
の
前
で
は
定
期
的
に
福
山

近
辺
の
お
店
に
声
を
か
け
て
、

﹃
の
き
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
﹄
を

開
催
。
河
合
さ
ん
の
柔
ら
か
い

人
柄
と
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
ケ
セ
ラ
セ
ラ
な

感
じ
が
と
て
も
心
地
よ
く
、
知

ら
ぬ
う
ち
に
通
り
に
、
新
し
い

人
と
文
化
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。

福山市今町4-25
TEL： 084-959-2039
10:00～16:30 火曜休み

REBORN
本通商店街

（リボン）

MAP
4

アンティークに囲まれて

reborn_fukuyama

　

福
山
本
通
に
あ
る (

株)

ワ
ン
ダ
ー

ウ
ォ
ー
ル
さ
ん
は
、
珪
藻
土
や
漆
喰

な
ど
の
塗
材
を
扱
う
お
店
。
空
間
の

印
象
を
左
右
す
る
壁
の
塗
材
を
選
び
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
施
工
も
行
う
。

　

店
内
に
は
海
外
の
塗
材
な
ど
、
店
長

の
本
田
さ
ん
の
目
で
選
ば
れ
た
塗
材

が
ズ
ラ
リ
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
遊
び
心
を
感

じ
る
空
間
に
は
、
本
田
さ
ん
の
人
柄

が
感
じ
ら
れ
る
。

　

高
校
か
ら
建
築
を
学
び
、
福
山
の

大
学
を
卒
業
後
、
故
郷
の
松
山
に
あ

る
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
で
働
き
、
馴
染

み
の
あ
る
福
山
に
戻
っ
て
き
た
。

﹁
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
に
い
た
時
に
感

じ
て
い
た
の
は
、
世
の
中
に
は
い
い

材
料
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
、
施
工

会
社
が
お
客
さ
ん
に
薦
め
る
も
の
は

安
価
な
も
の
や
職
人
さ
ん
が
塗
り
や

す
い
も
の
に
な
る
。
も
っ
と
い
ろ
ん

な
選
択
肢
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
、
直
接
メ
ー
カ
ー
か
ら
仕
入
れ
し

て
自
分
が
い
い
と
思
う
も
の
を
お
客

さ
ん
や
工
務
店
さ
ん
に
採
用
し
て
も

ら
う
、
そ
れ
が
今
の
お
店
の
形
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
﹂

　

繊
細
な
感
覚
、
材
料
の
知
識
、
空

間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
兼
ね
備
え

る
か
ら
こ
そ
の
本
田
さ
ん
の
お
仕
事
。

現
在
、
店
の
隣
に
オ
ー
プ
ン
す
る
友

人
の
美
容
室
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
。
８
月
完
成
予
定
だ
。

﹁
今
後
は
自
分
の
お
店
で
扱
う
材
料

の
み
を
使
っ
て
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
し
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
作

っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
﹂

3

福山市笠岡町2-24
TEL： 084-959-2518
00:00～00:00 火曜休み

本通商店街

株式会社ワンダーウォール

MAP

wonderwall - inc.co.jp

↑→本田さんが注目する塗材、
『MORTEX』。壁はもちろん家具
や木にも下地を選ばず塗れて、
モルタル仕上げの鉱物感を表現
できる。強度と防水性もあり、
素材を選ばない気軽さが人気。

「日本と海外の塗料は、ツヤが違うんですよ。海外の
ものは光を柔らかく反射させます。」

お客さんが持ってきたお人形を査定中。
「いろんなものに出会う楽しさがあります。」

0 3

壁
の

可
能
性
を

追
求
し
て
︒

←本田　海 さん

河相しのぶ さん→

よんまち ニューウェーブ

3
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13
商店街のちいさな幸せみーつけた！

文房具屋さんの

ローゼ・フクヤさんの

おもしろい自販機！

くつろぎ空間

ショーウィンドウの世界華麗なる

ストリートガーデンの

福山市笠岡町4-22
TEL： 084-923-4330
10:00~18:30
定休日なし

はぶ文泉堂
本通商店街

MAP
5

福山市笠岡町4-23
TEL： 084-923-2752 

みずぬま
本通商店街

MAP
6

福山市今町4-19
TEL： 084-923-2948
9:00～18:00 日曜・祭日休み

末永 和代

ブティックサロン ローゼ・フクヤ
本通商店街

さん店長
オーナー藤沢 正宣さんMAP

7

　本通のはぶ文泉堂さんの自販機が
おもしろいことになってるとのウワサ
を耳にして、さっそく調査に！
一見、普通の自販機に見えるけど・・
下の列が文房具になっている！
　カープのボールペンや、福山をアイ
テムにした缶バッチやシールが入った
トートバック、メモ帳セットなど、福山
らしさ溢れる文房具の自販機。文房
具やさんらしい、楽しい発想ですね。

　思わず立ち止まって眺めてしまう

ローゼ・フクヤさんのショーウィンド

ウ。大きなガラスの奥に広がる、華

麗な世界観。一体どんな方がされ

てるのかなと思い、中に入ると、店

長の末永和代さんとスタッフの方

が温かく迎えてくれました。

「このごろは、こんなに大きなショー

ウィンドウは珍しいでしょう。クリス

マスの時には、何年もかけて集めた

ものを飾ったりするんですよ。」

　創業は昭和24年、戦後まもない頃、

先代の末永さんのお母さまがこの

お店を始めた。女性が一人で商売

を始めるのは珍しかった時代に、大

阪に汽車で仕入れに行ったりと活

発なお母様だったようです。ショー

ウィンドウをはじめとして、店内の

雰囲気を作る素敵な小物や家具。

お母様や末永さんが、イタリア、ド

バイなどを旅した時に集めたもの

だそうです。

　素敵な空間に、皆さんのお人柄も相まり、お店は、

いろんな方がお話に来るサロンのような存在に。

「７０、８０代になって女性はやっと、自分の好きなこと

に時間を使える。そんな方達が気軽にきて、楽しくおし

ゃべりする場でありたいなと思っています。」

　春も間近で、陽の光が気
持ちよく感じる季節になり
ましたね。本通のみずぬま
さんの店先では、ベンチや
テーブルを活かし、情報誌を
置いたり、来る人が座りや
すい雰囲気を作られていま
した。暖かくなるにつれ、通
りでこうゆう光景が増える
と素敵です。
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近年、開店されたお店を順々にご紹介します。

よろしくお願いします！よんまち新店

福山市船町1-21
TEL： 084-921-0123
18:00～26:00 月曜休み
(フードL.O.24:00/ドリンクL.O.25:00) 

一喜一遊 （代表：岩川美保さん)

（代表：喜多村武司さん)

JOYふなまち

MAP
10

福山市笠岡町1-21
TEL： 084-999-2999
MAIL:wine-sake@syokukita.com
www.shokukita.com
18:00頃～翌4:00(L.O3:00) 
水曜休み（不定休）

食堂 きたむら
きたはま通り

MAP

9

　入り口を入ると、おでん
の香り。福山ではあまり食
べられない各地のこだわり
の食材を使った優しい味の
和食は、日本酒はもちろん、
ワインにもよく合います。

き
た
は
ま
通
り
に
オ
ー
プ
ン
し
た
食
堂 

き
た
む
ら
さ
ん
。

和
食
と
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
と
い
う
、
新
し
い
組
み
合
わ
せ
の
食
堂
で
す
。

食
堂 

き
た
む
ら

若
い
女
性
の
店
長
が
頑
張
る
、
ジ
ョ
イ
船
町
の
一
喜
一
遊
さ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
し
な
が
ら
、
お
友
達
と
ご
家
族
と
、
気
軽
に
入
れ
る
居
酒
屋
さ
ん
。

一
喜
一
遊

　人と話すのが大好きな代
表の岩川さんは、メニュー
の考案から料理、オープン
時の店の改装も自分の手で
行ったというパワフルな女
性。テレビでカープの観戦
もできるのでカープファン
の方もぜひ！

料理は全部お持ち帰りもできる。
人気メニューは、黒豚しゃぶしゃぶ。

ワインソムリエ・利酒師でもある喜多村さん。
各地から仕入れた珍しいお酒がたくさん。
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福山市船町8-24 
TEL： 084-922-1155

よんまち人に
会いに行く

作田 英樹
倭紙の店さくだ
作田洋紙(株)
本通船町商店街

さん
作田 芳子さん

MAP
8

　

本
通
船
町
に
あ
る
、
和
紙
専
門
店

﹃
倭
紙
の
店
さ
く
だ
﹄
さ
ん
を
訪
ね

た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
、
折
り
紙

教
室
の
日
で
、
大
き
な
机
を
み
ん
な

で
囲
み
な
が
ら
和
や
か
に
作
品
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
。
店
内
に

は
色
と
り
ど
り
の
珍
し
い
和
紙
や
、

和
紙
で
作
ら
れ
た
干
支
な
ど
が
並
ぶ
。

　

こ
こ
は
、
作
田
洋
紙
︵
株
︶
の
発

祥
の
地
。
先
代
が
昭
和
９
年
に
こ
の

地
で
和
紙
卸
商
を
創
業
、
今
で
は
作

田
洋
紙
︵
株
︶
と
し
て
松
浜
町
に
本

社
を
置
き
な
が
ら
、
本
通
船
町
で
は

和
紙
の
小
売
と
、
折
り
紙
教
室
を
行

い
、
和
紙
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
お

店
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

教
室
に
通
う
生
徒
さ
ん
に
は
、
通

い
続
け
て
２
０
年
、
３
０
年
の
方
も

い
る
。
み
ん
な
で
お
話
を
し
な
が
ら
、

教
え
合
い
な
が
ら
、
初
め
て
の
人
で

も
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
。

　

取
締
役
会
長
で
あ
る
作
田
英
樹
さ

ん
と
、
お
店
の
代
表
で
あ
る
奥
様
の

芳
子
さ
ん
、
お
二
人
に
と
っ
て
、
お

店
は
思
い
の
詰
ま
っ
た
大
切
な
場
所
。

芳
子
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

﹁
戦
後
は
、
こ
の
あ
た
り
は
全
部
焼

け
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
父
︵
先

代
︶
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
！
さ
あ

商
売
や
る
ぞ
っ
て
。
こ
の
あ
た
り
の

店
主
が
集
ま
っ
て
、
町
を
こ
れ
か
ら

ど
う
す
る
か
毎
晩
話
し
あ
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
お

商
売
っ
て
楽
し
い
な
あ
っ
て
。
人
に

喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
こ
で

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
和
紙

を
使
っ
た
教
室
を
始
め
ま
し
た
。
﹂

　

現
在
、
芳
子
さ
ん
は
国
際
折
り
紙

協
会
認
定
講
師
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
学

校
、
老
人
大
学
な
ど
で
も
折
り
紙
を

教
え
て
い
る
。
２
０
１
６
年
の
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
娘
さ
ん
と
共

に
折
っ
た
連
鶴
が
各
国
の
首
脳
に
届

け
ら
れ
る
な
ど
、
世
界
を
繋
ぐ
日
本

の
折
り
紙
文
化
を
伝
え
て
い
る
。

松浜町にある本社も見学させていただきました。まさに紙のワンダーランド！ 紙にまつわ
るさまざまな技術にびっくり。本通船町から始まり、作田洋紙(株)として事業を発展し続
けてきたお二人の歩みは、紙と折り紙文化で世界を繋げる輪を生んでいます。

折り紙教室を始めるきっかけ
となった般若の折り紙。一枚
の紙から様々な造形を生む折
り紙の奥深さに魅せられた。

折り紙教室は、月に一回、テーマを設けて
作品を作る。
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地図：高野耕石堂 所蔵

環状線小話について
参考：阿部時代・幕末1855年頃の城下町の町名（藩庁地図）
現在ある町名：胡町・大黒町・今町・笠岡町（とおり町）船町・本町・吉津町・道三町・長者町
消えた町名：桶屋町・上、下魚町・鍛冶屋町・米屋町・府中町・深津町・藺町・中町・大工町・
奈良屋町・医者町・新町・神島町上市・中市・下市・福徳町・三吉村・野上村・古吉津町・深津沼田村
※　城周辺、霞町、東町等の武家屋敷は西町、東町という大字表示になっているようです。
※　水野時代と異なった部分があります。　※参考人口：武士約12,000人　町人約12,500人の構成であった
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懐かしのシリーズ 福山本通新聞 昭和52年10月29日(土)
昭和52年の１０月29日、商店街をあげての３日間のセールが行われていたようです。似顔絵入りで今で
もおなじみの店や、懐かしい顔も発見できます。


